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本年８月、日本各地に線状降水帯が停滞し、雨の日が続きました。近所の山でも一部崩落があ
り、大きな被害はなかったものの、自然災害の恐ろしさを実感しました。また、記憶に新しい自然
災害は、平成３０年の台風２１号です。この台風で初めて３日間の停電を経験しました。全ての家
電製品と給湯器が使えず、強い風の音を聞きながら暗い中で過ごし、いつ復旧するか分からな
いという状況がとても不安であったことは忘れられません。
こうした経験をきっかけに、家族や友人、周りの人たちと日頃から台風に備えて話をしたり、最
低限必要なものを備蓄するようにしています。また、非常持ち出し袋を備え、緊急時にはハザー
ドマップを確認して慌てずに避難できるよう心掛けたいと思います。
　

　

● 新規購入図書紹介

少しずつ日も短くなりはじめ、秋を感じる季節になってきました。夏から秋にかけてのこれからの季節は、台風シーズンと
なります。海上では、まだまだ海水温度が高いため、上昇した水蒸気は上空で雲となります。雲になる過程で熱を放出し、
周りの空気を温め、上昇気流が強まり、それが繰り返され渦となります。小さな渦が大きな渦となって熱帯低気圧が発生
します。中心付近の最大風速が１７ｍ/ｓ以上となると台風と呼ばれ、１７ｍ/s未満になると再び熱帯低気圧となります。ま
た、これからの時期の台風は、南の海上から放物線を描くような形で日本付近に接近することが多くなります。長年、和歌
山で暮らし、台風が多いまちだなと感じていましたが、昭和２６年以降の統計によると、１位が鹿児島県、２位が高知県、
次いで和歌山県が３位とやはり上陸数の多い県でした。

台風に備えて


